
　日頃からの皆様のご支援に、心より感謝申し上げます。

　市民が安心して暮らせる小山市をめざして、取リ組んでまいり

ますので、変わらぬご支援をお願いいたします。

　平成２７年第１回定例会が、２月１８日から３月１７日の日程

で開催され、平成２７年度小山市一般会計および特別会計、企業

会計の当初予算が計上された他、各種補正予算、条例の制定、一

部改正、指定管理者の指定、人事案件など４８議案が上程され、

全議案が原案通り可決されました。

【主な議案】

＜平成２７年度小山市一般会計予算、特別会計予算、公営企業会計予算＞ （単位：千円、％）

（単位：千円、％）

＜小山市敬老祝金条例の一部改正について＞

　小山市では、市内に居住する高齢者に対し敬老祝金を支給していますが、超高齢化社会を見据え

て、制度を見直すため、小山市敬老祝金条例の一部を改正しました。

※養護老人ホーム、特別養護老人ホーム入所者は１００，０００円

　１０１歳以上の２０，０００円は、改正前の祝金支給者は対象外
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【市政一般質問要旨】

＜スポーツ施設の整備について＞
Ｑ：小山市のスポーツ施設の現状について伺いたい。

Ａ：市立体育館の建設、武道館・弓道場の老朽化、サッカー場・パークゴ

　ルフ場をはじめとしたニュースポーツ施設の不足等を課題としている。

Ｑ：新規整備、改修、建て替え、機能強化すべき施設についてどのように

　考えているか。

Ａ：市立体育館の平成２９年度完成、市立武道館の床の補修・畳の入れ替

　え、サッカー場を『豊田緑地の多目的広場』に、ニュースポーツは『緑

　の健康づくりの森』に検討を進めている。

Ｑ：小山運動公園野球場について、２０２２年の栃木国体軟式野球の開催地に小山市が選定された。

　『スポーツのまち』小山市を全国に発信するため、スコアボードの電光化をお願いしたい。

Ａ：多額の費用が掛かることからスポーツ振興くじの助成制度の活用を検討したが、難しいという

　ことから、やむを得ず断念したという経緯がある。

　しかし、２０２２年栃木国体の軟式野球の会場に選定されたことから、平成２７年度に改定を予

　定しているスポーツ施設整備計画の中で再度検討していきたい。

Ｑ：『スポーツ施設整備計画』を早急に策定すべきである。具体的な策定時期について聞きたい。

Ａ：新年度に実施を予定している市民意識調査や市議会議員を含めた有識者による会議等で十分に

　検討し、平成２７年度に原稿計画の改定のための作業を進めていく。

Ｑ：小山市体育協会は、小山市スポーツのけん引役である。小山市体育協会にスポーツ施設の管理

　を委託できないか、伺いたい。

Ａ：現在の体育協会の人的・財政的な面を考えると、すぐに委託するのは困難である。体育協会を

　含めて民間等への委託のあり方について調査研究していきたい。

＜地上デジタル放送について＞
Ｑ：テレビ小山の『デジアナ変換』によるアナログ放送でテレビ視聴困難世帯はないのか。


Ａ：テレビ小山ではケーブルを通してデジタルとアナログも同時に流しているので、３月３０日で

　視聴できなくなる世帯数は把握できない。

Ｑ：アナログ放送に備えて、小山市が市民に向けてどのような周知を行ってきたのか。


Ａ：デジアナ変換による視聴世帯には画面上のテロップで常時流している他、回覧板・広報誌、

　小山市ホームページにも掲載し、デジアナ変換終了のお知らせを徹底している。

Ｑ：生活困窮世帯など視聴困難世帯に対してどのような支援を考えているのか

Ａ：視聴困難世帯には総務省よりチューナーが６月３０日までの申込者に無償給付されることから、

　テレビ小山及び関係各課と協議して相談窓口を開設する。

＜交通安全について＞
Ｑ：通学路の一斉点検の結果、実施した対策、それ以降の取組み、今後実施していく施策について。

Ａ：１０６箇所の対策必要箇所のうち、８２箇所にグリーンベルト、カラー舗装、路面表示、看板

　設置、交通指導員配置、信号機設置などの対策が完了、７箇所が継続中である。また、今年６月

　に通学路の安全向上を目的に『小山市通学路交通安全プログラム』を策定した。今年度は、１２

　小学校から改善依頼が提出され、２５箇所を対策必要箇所として抽出、道路管理者からの歩道整

　備等の計画箇所２２箇所を含め、計４７箇所の対策を進めている。今後も『安全推進会議』を定

　期的に開催し、安全確保を図っていく。

Ｑ：城東地区の通学路、通勤路となっている市道２３２７号線の狭隘な歩道拡幅の計画を伺いたい。

Ａ：歩道を１．５メートルから２．５メートルに拡幅するために、現地調査測量および詳細設計費

　を平成２７年度予算に計上している。

Ｑ：八幡町第二歩道橋の交差点は、神明町公民館で行っている『いきいきふれあいセンターしんめ

　い』に通う高齢者が渡ってくる。高齢者は歩道橋を渡れず、横断歩道のない交差点を渡っている。


　横断歩道・歩行者用信号を設置するように県に要望できないか。

Ａ：横断歩道及び歩行者用信号の設置についての判断は、栃木県公安委員会となるので、市として

　は、自治会の要望をいただき、地域住民の利便性向上のため小山警察署に設置要望を行っていく。


